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明治⼤学 商学部 ⼭⽥知明 
 
注意事項︓ 
Ø レポートは Oh-o!Meiji システムを使って提出してください。 
Ø 締め切りは 1 ⽉ 12 ⽇（⾦）12︓00 です。 
Ø 締め切り後はいかなる理由があっても受け取りません。ギリギリで体調を崩したり、

提出時にコンピュータートラブル等がある可能性を考慮して、各⾃でリスクマネジメ
ントをしてください。ただし、明治⼤学のサーバーに問題があって提出できない等、
こちらに理由がある場合はこの限りではありません。 
Ø ⼊院・⼿術など事前に⻑期間に渡ってレポートに取り組めない理由が発⽣した場

合は速やかに連絡をしてください。 
Ø ファイル名とファイル内の両⽅に学⽣番号と⽒名を明記してください。 
Ø ⽂字数をカウントするため、ワードファイルのみ受け付けます。それ以外のフォーマ

ット（Google Docs、PDF など）で提出しないでください。Google Docs の場合は、
ワードのフォーマットに変換した上で、⽂字カウントが出来る状態であるかを⾃分で
確認した後で提出してください。 

 
注意︓ 
1. 剽窃⾏為については厳正に対処します。 
2. 拡張⼦がないファイルや破損したファイル等、私が⼿元の PC で開くことが出来ないファイ

ルは評価のしようがないので注意してください。 
3. ワードの設定を（フォントを⼤きくする、⾏間を広くするなど）変更しないでください。

⽂字数のカウントはワードの⽂字カウント機能を使って数えます。分量が不⾜している場
合、採点対象としません。 

4. 表紙は不必要です（あっても構いませんが⽂字数にはカウントしません）。 
5. レポート内容だけでなく、⽇本語の書き⽅そのものや引⽤の仕⽅も評価対象です。⾼校ま

で、あるいは⼤学で習ったレポートの書き⽅をきちんと実践してください。わからない場
合、⼤学⽣向け（あるいは社会⼈も含めた）レポートの書き⽅のような書籍が多数出版さ
れているので、そちらを先に読むことをお勧めします。 

6. 上記の注意書きのフォーマットに沿っていない場合、減点対象になります。 
 

  



 

課題︓下記のいずれか
．．．．

について選択しなさい。ただし、(1) 必ずテーマに関連した本を⼀
冊読んでください。正しく引⽤されていれば、参考⽂献を追加しても構いません。(2) エ
クセルを使って図と表をそれぞれ⼀つずつ作成して、ワードファイルに挿⼊すること。図
表は課題と関連すれば何でも構いません。ただし、⾃⼒で作成してください。ネットから
拾ってきた画像ファイルを貼ってある場合、図表とはカウントしません（⾃⼒で作成した
図表とは別に、議論に必要という理由で追加の図表をネットからダウンロードして貼るの
は構いません）。(3) 3000〜5000 字程度にまとめなさい。図表は⽂字数にカウントしま
せん。ネットからの引⽤は⼀切認めません。コピペだと判明した場合、成績は F とします。
悪質な場合、学内規則に従って処分対象になる場合があります。 
 
1. 下記の本を読んで、内容を要約した上で、書籍の内容と関連付けてインフレ問題につい
て論じなさい。 
u 渡辺努『世界インフレの謎』講談社現代新書 
 
2. 下記の本から⼀冊を読んで、内容を要約した上で、書籍の内容と関連付けて格差・貧困
問題について論じなさい。 
u ガロー『格差の起源』NHK 出版 
u バナジー・デュフロ『絶望を希望に変える経済学』⽇本経済新聞社 
u バナジー・デュフロ『貧乏⼈の経済学』みすず書房 
u サックス『地球全体を幸福にする経済学』早川書房 
 
3. 下記の本から⼀冊を読んで、内容を要約した上で、書籍の内容と関連付けて⽇本の労働
市場について論じなさい。 
u ゴールディン『なぜ男⼥の賃⾦に格差があるのか』慶應義塾⼤学出版会 
u 牧野百恵『ジェンダー格差』中公新書 
 
4. 下記の本を読んで、内容を要約した上で、書籍の内容と関連付けてポストコロナの⽇本
経済と社会科学の役割について論じなさい。 
u 仲⽥泰祐・藤井⼤輔『コロナ危機、経済学者の挑戦』⽇本評論社 
 

以上 


